
雑司が谷公園丘の上テラス 

「こどものじかん」実施報告  

   

 

 

◇日時：2020年 8月 12日（水）、19日（水）午後 1時 00分～午後 6時 

◇場所：豊島区立雑司が谷公園 丘の上テラス 集会室  

◇参加：8/12：25人、8/19：50人、（リピーター6人） 

◇スタッフ：浜野、佐分、（8/19のみ）パスカル 

 

◇開催の背景とねらい 

◆丘の上テラスの集会室は、水曜午後、「こどものじかん」として、

子どもたちに開放されている。しかし、コロナ禍の影響もあり、

「こどものじかん」のみならず、集会室がどのような使い方がで

きるか、ほとんど浸透していない。 

◆プレーパークスタッフ有志は、この折角の「こどものじかん」

を、地域の中で、子どもたちが、自由にのびのびと自分らしく過

ごせる居場所として、活用できることを願っている。 

◆そこで、今回、夏休みの水曜日に二回、大人が見守りながら、

子どもたちが安全に、自由に遊べる場を設けることとした。 

◆開催の狙いは、1）集会室が水曜午後、「こどものじかん」とし

て、子供たちに開放されていることの認知度をたかめる、2）「こ

どものじかん」が、子どもたちが過ごす場として、好ましいもの

であるという認識を地域の人々に持ってもらうこと。 

◆今回は、試行として夏休みの水曜日に 2回実施し、将来の定期

開催にむけての試金石とする。 

 



◇企画：ビーズ工作、木工、ペーパークラフト、（8/19のみ）折り紙 

◆工作素材を用意し、子どもたちが好きなものを自由に作る。 

◆イメージやインスピレーションが沸くように、工作の見本は用意するが、

その通りに作らなくてもよい 

◆子どもたちに求められた時には、スタッフがヒントを出したり、難しい工

程の手伝いをしたりする 

 

◇コロナ対策 

◆氏名、入退場時間の記録、学校名もしくは連絡先の記帳を徹底 

（家族はまとめて記帳） 

◆入退場時の手のアルコール消毒の徹底 

◆作品の持ち帰り 

 

◇準備 

◆工作材料は、寄贈品・既存備品を活用 

◆手指消毒ジェル 

◆案内用張り紙 

  

◇簡単報告： 

◆中の様子を見て立ち寄った人や、普段公園で遊んでいる子供たちの立ち寄

りが中心だった。 

◆お盆期間ということもあってか、乳幼児の家族連れも多かった。面取りし

た木工の材料で積み木遊びをした。また、中高生の来場者はいなかった。（公

園にいなかった。） 

◆来場者は思い思いのペースで、自分のやってみたい工作に取り組んでいた。

おおむね、非常に集中して取り組んでいた。中には最初から最後までいて、

色々な作品を作っている子どももいた。 

◆ビーズ以外は特に注意事項もない工作遊びだったので、大人の指導をうけ

てやるという感じではなく、好きなようにできるのがよかった。 

 

◇アンケートから 

◆アンケートに応じた人全員が「とても良かった」「良かった」と回答 

◆よかったところ 

- 好きなものを好きに自由に作れるところがよかった。 

- 色々な遊ぶコーナーがあってよかった。 

- ビーズでいっぱい工作できるのがいい 

- いっぱい工作できた 

- 工作が楽しかった。木の空間がよかった。 

◆大人がいたほうがいいか？ 

- 安全のためにがいるほうがいい（複数） 

- 難しいところを手伝ってもらえる 

 

 

 

 

 

 



◇これからにむけて： 

◆今年度は、コロナ対応で水曜日午後も授業があるため、小学生はおおむね 16 時以降しか来場できない

ため、学期中の開催は行わない 

◆したがって、今年度は、冬休み、春休み期間中の開催を検討する。 

◆二日目、来場者の数が増えた時には、受付に張り付ける人員が一人いるとよかった。 

◆（教育課程や保育課程の）学生さん１～2名にサポートに入ってもらえるとよい。 

◆来年度以降、定期的な開催をめざし、予算を確保する必要がある。（とくに、経験・ノウハウのある人材

確保のための人件費） 

 

 

  



◇めざしたいこと： 

◆子どもの作るものに、もうちょっとここはこうしたほうがいいわよとか、横から口を出しまくる親御さ

んがいるので、そういう人からどうやって子供を引き離すかは永遠の課題。 

折角作ったけど一瞬で壊れちゃったという体験を奪わないことも大事。世の中にうまくいく方法といかな

い方法があるらしいということを体験できるといいなと思う。 

壊れてもいい、壊れない方法を思いついてもいい。この人が行ってることは一理あるが、自分ならもっと

できると思ってくれるといい。大人が嘘をついてると思われるといやだ。 

別な方法に落ち着くひともいれば、不可能に挑戦し続ける人もいる。 

子どもの作るものに、もうちょっとここはこうしたほうがいいわよとか、横から口を出しまくる親御さん

がいるので、そういう人からどうやって子供を引き離すかは永遠の課題。 

 

 

 

 

 


